
16広報ななお

このコーナーでは、県外から市内へ転
入された方の声を紹介します。

 

４
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
タ
ケ
シ
ン
自

動
車
」（
石
崎
町
）で
、オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら

働
く
山
本
さ
ん
。
地
元
の
青
年
団
の
先
輩

だ
っ
た
会
社
の
社
長
さ
ん
に
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、こ
の
仕

事
に
就
い
た
。

　

タ
イ
ヤ
交
換
か
ら
車
検
の
整
備
な
ど
、

整
備
全
般
を
こ
な
し
、今
後
は
２
級
自
動

車
整
備
士
の
国
家
資
格
取
得
が
大
き
な
目

標
だ
と
い
う
。「
今
年
の
夏
は
あ
ま
り
に
も

暑
す
ぎ
て
、仕
事
が
嫌
に
な
り
ま
す
」と
漏

ら
し
な
が
ら
も
、「
も
と
も
と
車
好
き
な
の

で
、い
つ
も
楽
し
く
や
っ
て
ま
す
。
辞
め

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
で
す

ね
」と
キ
ッ
パ
リ
。

　

休
日
は
２
歳
の
子
ど
も
と
一
緒
に
、自

宅
や
公
園
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
。

来
年
１
月
に
は
２
人
目
の
子
ど
も
も
生
ま

れ
る
予
定
で
、楽
し
み
は
ま
だ
ま
だ
尽
き

な
い
よ
う
だ
。

　

平
成
４
年
に
大
学
へ
の
入
学
を

き
っ
か
け
に
金
沢
市
へ
。
ご
主
人

が
大
学
時
代
の
先
輩
だ
っ
た
こ
と

と
、大
学
３
年
生
の
冬
に
起
き
た

阪
神
大
震
災
の
影
響
で
地
元（
尼

崎
市
）に
就
職
先
が
な
か
っ
た
こ

と
が
重
な
り
、そ
の
ま
ま
石
川
県

に
残
る
決
意
を
し
た
。
平
成
16
年

に
は
、ご
主
人
の
実
家
が
あ
る
青

山
町
に
住
宅
を
新
築
し
、七
尾
で

の
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。

 

「
あ
っ
ち(

尼
崎)

で
は
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
公
園
も
少
な
く
、保
育

園
に
も
入
り
に
く
い
の
で
、子
育

て
は
田
舎
が
い
い
で
す
ね
。
家
の

周
り
が『
自
然
公
園
』み
た
い
で
、

友
達
に
も
自
慢
し
て
い
ま
す
」と
、

若
い
頃
に
感
じ
た
田
舎
の
寂
し
い

景
色
も
、今
で
は
す
っ
か
り
気
に

入
っ
た
様
子
だ
。

 

「
母（
夫
の
母
）の
実
家
が
能
登
島

な
の
で
、新
鮮
な
海
の
幸
を
も
ら

え
て
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
向
こ

う（
尼
崎
）で
は
、ご
ち
そ
う
と
い

え
ば『
肉
』で
、海
の
幸
の
お
い
し

さ
を
こ
ち
ら
に
来
て
実
感
し
ま
し

た
」と
、食
に
対
す
る
考
え
も
変

わ
っ
た
よ
う
だ
。

■
現
在
は
育
児
休
暇
中
で
、４
カ

月
に
な
る
３
人
目
の
子
ど
も
と

ゆ
っ
く
り
向
き
合
う
日
々
を
楽
し

ん
で
い
る
。

山
や ま も と

本　裕
ひ ろ ゆ き

之さん
(26歳・石崎町）

多
た じ ま

嶋　桃
も も こ

子さん
（36歳・青山町）

このコーナーでは、まちのフレッシュ
さんをリレー方式で紹介します。山
本さんは前回の大崎さんの紹介です。

出身地　兵庫県尼崎市



市長コラム

市長談話室
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こ の コ ー ナ ー で
は、市内のクラブ
活 動 や サ ー ク ル
活 動 な ど を 紹 介
します。

　「たくさんの人が集まる憩いの広場にな

ればいい」と話す飯田会長。県が所有す

る「七尾市本府中町中能登土木事務所前

広場」を、誰でも使える常設のグラウン

ドゴルフ場として維持管理しながら、活

動を行っている。

 会が発足したのは平成 19 年。いつでも

誰でも楽しめる場所があればいいとの思

いから活動をはじめた。会員は現在 43 人。

年齢層は 40 歳代から 88 歳までと幅広く、

市内全域から広く集まっているのも特徴

だ。活動は偶数日（９～ 10 月）の 16 時

から約１時間程度。技術を競い合う「月

例会（個人戦）」と、会員相互の親睦を図

る「ペア大会（抽選で選ばれたペア戦）」

を毎月１回ずつ開催し、交流にも力を注

いでいる。

 この広場は、会員だけでなく、いつでも

誰でも使えるので、友達同士や親子連れ

にもおすすめだ。「道具のない方にはクラ

ブと玉を無料で貸し出します。初めての

方には会員が丁寧に教えますので、大い

に利用してください」とさらなる交流の

輪の広がりに期待している。

    事務局　中森　 52 － 5060

　暑い夏が終わり、学校では２学期が始まった。
子どもたちには夏休みの体験を肥やしにひと
回りも、ふた回りも大きくなってほしい。特に
今年は丸亀市へのリーダー研修派遣、韓国・金
泉市への中学生派遣と金泉市中学生の七尾受
け入れ、また、学校の先生には中国・大連市の
英語教育研修派遣もあり、学ぶことの多い夏休
みだったと思う。
 そんな中で印象に残ったのは、韓国・金泉市

の中学生が非常に元気で積極的なことでした。一般的に日本の若
者は内向き志向だと言われるが、韓国に負けているなと正直感じ
た。
 韓国の学校では、「国のため、民族のため、世のため、社会のために
役立つ人を育てる」ことが教育の目標として実践されている。日
本でも、明治政府が「教育こそ国を興す基」と、身分や貧富の差なく
人材を育て、今日世界の列強と肩を並べるまでになった。しかし、
最近の日本は子どもたちや学生が内向きになり、進取の精神が薄
れてきているように思えてならない。
 海外留学を目指す日本の学生が減っているそうだ。韓国の学生
は、アメリカ留学をするため小さい頃から英語を学び、自分の考え
をきちんと主張する訓練をしているようだ。韓国からアメリカへ
留学する学生数は約６万人。同世代の学生比では、日本の６倍の
学生がアメリカへ留学していることになる。また、アメリカの大
学院の博士号取得者の出身大学別ランキングでは、ソウル大学（韓
国）が328人で世界第４位、東京大学（日本）は23人で425位に過ぎな
い。
　パソコンやテレビ、家電製品の生産が日本を抜いて世界一に
なった韓国の実力は、やはり教育にあると思われる。国際交流が
盛んになり、英語が世界共通語になる中、英語教育にさらに力を入
れなければならないし、日本の子どもたちにもっともっと世界に
目を向けるようにしなければならないと思う。世界の中での日本、
七尾の将来を見据えて、どんな日本人、どんな七尾人を育てるのか、
そのためにどんな教育をするのかを考えさせられた暑い夏でした。
  読書の秋を迎え、市民ぐるみで今一度考えてみませんか？

　①まちづくりに関すること、②生活環境に関することなど
前向きなアイデアをお聞かせください。（個人・グループど
ちらでも可。１組30分以内）

●９月28日（火）15：00 ～ 17：00
　会場：能登島市民センター　１階応接室

●10月12日（火）15：00 ～ 17：00
　会場：七尾市役所　１階102会議室
　※申し込みは１週間前まで
　　（公務により中止になる場合あり）
　　　　　　　　　　　　　市民男女協働課　　53-8633

山
さ ん の う も り

王森グラウンド・ゴルフ
愛好会

世界に目を向けた教育を

市政への思いやアイデア
をお聞かせください！

七尾市長

武元文平

（会長　飯田　年夫さん）




